
アート＆ソサイエティ研究センターSEA研究会の企画・編集によるアンソロジー『ソーシャリー・エンゲイジド・アートの系譜・理論・
実践』をテキストとする連続研究会の後期日程を3月29日（金）より開催します。
本書は、SEA の系譜、理論、実践をさまざまな視点から取り上げていますが、研究会ではトム・フィンケルパールのエッセイ「社会
的協同というアート～アメリカにおけるフレームワーク」に焦点を当てます。各回、このエッセイで展開されているいくつかの重要な
トピックに関連して、専門家によるレクチャーを受け、時代背景や思想をより深く理解するとともに、現在の日本の状況に照らし
ながら、SEAという芸術実践が起こった理由とその意味を、参加者と共にディスカッションしています。後期の研究会は、前期で
は深く掘り下げなかったフェミニズムから始め、フィンケルパールのエッセイの後半を読みながら進めていきます。
前期に参加された方はもちろん、後期からの参加も歓迎いたします。

『ソーシャリー・エンゲイジド・アートの
    系譜・理論・実践』を読み解く
    －アメリカにおける系譜を中心に

会　場｜アーツ千代田3331  B105マルチスペース（ 東京都千代田区外神田 6-11-14)

定　員｜ 30名
参加費｜ 4,000円（全4回）※第5 回研究会においてお支払いください。 
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SEAレクチャー＋ディスカッション・シリーズ

2019年3月29日スタート！　
後期（4回）参加者募集

5  
2019年 3月29日［金］ 18:30－20:30
フェミニズムとアート
講師：北原恵

6
2019年 4月4日［木］ 18:30－20:30
国際的な影響～ドゥボール、ボイス、フレイレ
講師：小田マサノリ

7 
2019年4 月25 日［木］ 18:30－20:30
米国 1970、80年代の政治的右傾化とアクティビズム
講師：小倉利丸

8
2019年5月9日［木］ 18:30－20:30

1980 代以降のコオペラティブ・アート
講師：アート＆ソサイエティ研究センター SEA 研究会
　　　［工藤安代、清水裕子、秋葉美知子］

お申込み
ウェブサイト上に公開する申込フォームよりお申し込みください。
https://www.art-society.com
参加にあたって

-- 事前に『ソーシャリー・エンゲイジド・アートの系譜・理論・実践 』（フィルムアート社）をお読みください。
-- 可能な限り、4 回すべてにご参加ください。

※ いただいた個人情報は、適切に責任を持って管理いたします。



特定非営利法人
アート＆ソサイエティ研究センター
SEA研究会

第 5 回講師

北原恵 （きたはら めぐみ） 

京都生まれ。大阪大学大学院・文学研究科教員。東京大
学総合文化研究科博士課程修了（表象文化論・学術博士）。
専門は表象文化論、美術史、ジェンダー論。女性アーティ
ストや戦争画・国家・天皇の表象を研究。著作に『アート・
アクティヴィズム』『攪乱分子 @ 境界』（インパクト出版会）、

『アジアの女性身体はいかに描かれたか視覚表象と戦争の
記憶』編著（青弓社）他。1994年から「アート・アクティヴ
ィズム」を連載中。http://www.genderart.jp/

第 6 回講師

小田マサノリ／イルコモンズ
 （おだ まさのり / illcommonz） 

1966年福岡県生まれ。中央大学、法政大学、東京外国語大学、
上智大学などで講師を務める。89年から96 年までケニアで
文化人類学のフィールドワークを行った後、現代美術家として

「日本ゼロ年」展や「第一回横浜トリエンナーレ 2001」展など
に出品。2002 年、「現代美術家廃業宣言」を行う。 2003 年、
現代美術家たちの反戦プロジェクト「殺す・な」に参加。以後、

「イルコモンズ」名義で様々な社会動に参加し、現代美術、文化
人類学、アクティビズムと、領域横断的な表現・執筆・制作・
研究・教育活動を行っている。

第 7 回講師

小倉利丸 （おぐら としまる） 

1951年東京都生まれ。経済学者、評論家。富山大学名誉
教授。専門は現代資本主義論、管理社会論。経済・宗教・
思想・政治・労働・アート・音楽・管理社会・ナショナリズムなど、
幅広くかつ先鋭的な研究や論考、講演等を通じて、現代社会
の問題意識にゆさぶりをかけている。世界の市民、アーティ
ストの街頭表現を紹介し、自らも街頭に立つことをいとわな
い。著書多数。今までの集大成的な著作は『絶望のユートピ
ア』( 桂書房 2016年 )

フェミニズムとアート
1960 年代 後 半、「 個 人 的 な こと は 政 治 的 な こと（The Personal is 
Political）」をスローガンとした第二波フェミニズムから学んだ女性アーテ
ィストたちは、女性としての自身の私生活や日常経験の中から社会的な問題
を見いだし、表現活動をはじめました。グループ・インタラクションやコンシ
ャスネス・レイジング（意識覚醒）という実践を通して、協働的な創造行為
のアクションを生み出していきます。この回では、ジュディ・シカゴによる
≪ディナー・パーティ≫等の具体例を示し、SEAの文脈を踏まえながら
1970 年代のフェミニスト・アートを読み解きます。
講師：北原恵

国際的な影響～ドゥボール、ボイス、フレイレ
ソーシャリー・エンゲイジド・アート（SEA）を考えるうえで、欧州や南米に
おける SEA につながる系譜も重要です。具体的には、1968 年の「パリ五月
革命」に理論的 基盤を与えたギー・ドゥボール（フランス）、「社会彫刻」とし
てのアートを提唱したヨーゼフ・ボイス（ドイツ）、さらに教育思想家パウロ・
フレイレ（ブラジル）などの国際的な影響があります。それらを読み解くと
同時に、バンクシー（イギリス）にみられる同時代の「アート･アクティビズム」
など、グローバルに展開する SEA についてお話しします。
講師：小田マサノリ

米国 1970 、80年代の政治的右傾化とアクティビズム
米国では1970 年代に入ると 60年代にはまだあった進歩的な時代の空気
が薄れ、社会の保守化が進行します。その中で、特にレーガン政権以降、
先鋭的なアートは保守派の標的とされる一方、エイズ危機に直面して行動を
開始した ACT UPのような、集団的政治アクティビズムとしてのアートの在
り方も形成されていきます。この回では、米国における政治的右傾化や分断
が深まる社会とアートの関係を、世界や日本の状況とも関連させながら考察
します。
講師：小倉利丸

1980 代以降のコオペラティブ・アート
最終回は、「1980 年代以後のコオペラティブ・アート」のセクションに紹介
されているアーティストやプロジェクトをより深く見ていくとともに、アート＆
ソサイエティ研究センターが現在まで取り組んできた SEA関連の調査研究
やさまざまな活動から得た知見を含め、フィンケルパールの言う「社会的協同
というアート」の系譜と現在について、日本の状況も加えて考察します。
講師：アート＆ソサイエティ研究センターSEA研究会
　　　［工藤安代、清水裕子、秋葉美知子］

2013 年度より「ソーシャリー・エンゲイジド・アート」をテーマ
とし定期研究会をはじめる。海外におけるSEAを日本に最初
に紹介した展覧会《リビング・アズ・フォーム：ソーシャリー・
エンゲイジド・アートという潮流》展（2014 年 11 月）、

《ソーシャリー・エンゲイジド・アート展－社会を動かすアート
の新潮流》展（2017 年 3 月）を開催。その他、日本における
ソーシャリー・エンゲイジド・アートの動向を探る《SEA アイ
ディア・マラソン公募展》の企画開催、パブロ・エルゲラ著

『ソーシャリー・エンゲイジド・アート入門 』（2015 年 3 月）
翻訳書の出版、定期イベント「SEAラウンドトーク」等を行
なう。現在、社会や地域に関する調査･ 研究、発信活動など、
アートと社会の新たな関係を構築することをめざし、活動を
続けている。

講師プロフィール

主催

●お問い合わせ：NPO 法人アート＆ソサイエティ研究センター　110-0005 東京都台東区上野 3-13-9 原田ビル 201　info@art-society.com　
●会場住所：アーツ千代田 3331   東京都千代田区外神田 6-11-14　●最寄り駅　◇東京メトロ銀座線末広町駅 4 番出口より徒歩 1 分　◇東京メトロ千代田線湯島駅 6 番出口より徒歩 3 分　
◇都営大江戸線上野御徒町駅 A1 番出口より徒歩 6 分　◇ JR 御徒町駅南口より徒歩 7 分　◇ JR 秋葉原駅電気街口より徒歩 8 分　◇ JR 御茶ノ水駅聖橋口より徒歩 15 分

後期スケジュールとテーマ・講師

5
2019 年

3月29日［金］
18:30 – 20:30

ソーシャリー・エンゲイジド・アートの系譜・理論・実践
フィルムアート社　292 ページ　定価：2,600 円＋税

アート＆ソサイエティ研究センターでは、SEAに関連する一連の活動のなかで、このような芸術実践に対する日本での関心の
高まりを実感することができました。しかし、まだまだ SEAについての情報は未整理で、あいまいな理解がなされている現状
があります。今一度、SEAが生まれてきた背景や理論、実際のアーティストの取り組みを深く理解し、新たな議論の場をつく
る必要があるのではないか、そんな思いで企画・編集したのがこのアンソロジーです。
なかでも私たちが本書の核にしたのは、第 1 章で紹介するトム・フィンケルパール（現在ニューヨーク市文化局長）の「社会的
協同（Social Cooperation）というアート─アメリカにおけるフレームワーク」です。彼の 2015年の著書『What We Made』の
序論を邦訳したもので、米国において SEAのような芸術実践が誕生した背景を1960年代から概観し、この分野の基礎知識
を提供する、非常に読み応えのあるエッセイです。本連続研究会はこのエッセイをテキストとしています。

6
2019 年
4月4日［木］
18:30 – 20:30

7
2019 年

4月25日［木］
18:30 – 20:30

8
2019 年

5月9日［木］
18:30 – 20:30


